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初見演奏調査から読譜能力を探る
Investigation on Music Scale Reading Skill by Sight Playing
高　橋　一　行
TAKAHASHI Kazuyuki 
はじめに
　本学の音楽関連授業は、１年基礎音楽、２年保育内容指導法（音楽表現）・声楽、３年器楽、
４年音楽療法の授業が置かれている。そのほとんどの授業に楽譜を読み演奏するということが課
される。楽譜を見て演奏（歌う・弾く）することは、楽譜に慣れていない初心者にとっては、大
変な作業と言える。
　そこで、読譜能力を探るため、楽譜に少し慣れた２年保育内容指導法（音楽表現）において、
初見演奏のテストを行っていることをきっかけに、どんな譜面に強く、また、弱いのか、また、
どのようにすれば楽譜が読めるようになるのか等の問題を視野に入れ、①リズム②メロディの２
つの問題を作成した。問題となる楽譜は、学生自身が楽譜カード（１小節）を作成し、その後、
その楽譜カードを用いキーボードで演奏して調査を行った。調査は授業が始まる１０分間を使い、
アンケート方式により学生個人で判断し記入することとした。
　学生は音楽初心者でも１年間学習しているが、初見演奏することによりどんなところに難しさ
を感じているのかを知ることにより、その解決方法を探るものである。　
　
Ⅰ研究方法
Ⅰ - １楽譜の作成
　①リズム問題は、筆者が作成。②メロディ問題は、本学平成 29 年度 2 年生保育内容指導法（音
楽表現）受講生が作成した（一部手直しあり）。問題の楽譜は、学生全員が同時に演奏できるよう、
カード楽譜にした。
＊五線紙カードのサイズ（縦 15Cm・横 42Cm）
*
* 武蔵野大学教育学部
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Ⅰ - ２楽譜作成の内容
　リズム問題 10 問× 2 種類＝ 20 問、メロディ問題 10 問× 3 ＝ 30 問を作製した。ト長調やヘ長
調も作製したが、時間の関係でアンケート調査には使用しなかった。今回は、①リズム問題とハ
長調のみの②メロディ問題の２つの調査結果である。
Ⅰ - ３アンケート内容（楽譜１参照）
①リズム問題
　キーボードで楽譜を弾き（①正しく弾けた　②少し間違えた　③弾けなかった）の 3 種類で、
　各当するものに○をつけてもらった。
②メロディ問題
　上記のキーボードを弾く内容に、楽譜を歌う内容の 3 種類を加え、各当したものに○をつ
　けてもらった。
Ⅱ調査方法
Ⅱ - １実施方法
１．実施対象者：平成 30 年度　武蔵野大学 2 年生保育内容指導法（音楽表現）受講生９６名
２．実施期間：平成 30 年 1 学期（本校は 4 学期制の授業形態）4 月～ 5 月
３．アンケート回数：5 回
４．初見視奏楽器：キーボード
５．調査方法：授業開始後 10 分間。楽譜カードを見せ、テンポリズムを取り、テンポに合わ
　　せ演奏する。その後アンケートに答える
Ⅱ - ２初見演奏の方法
１．リズム問題　　　
①楽譜カードを見せる→４拍のリズムを刻み弾く（鍵盤楽器のソの音で弾く）
　→アンケートに答える
②右手ソの音に対して、ドミソの和音で四分音符のリズムを刻んで弾く方法をとった
２．メロディ問題
①メロディ問題の視奏
　楽譜カードを見せる→４拍のリズムを刻み弾く→アンケートに答える
②メロディ問題の視唱
　楽譜カードを見せる→初めの音をキーボードで弾く→４拍のリズムを刻み歌う
　→アンケートに答える
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Ⅲ問題楽譜と調査結果
　楽譜は１～５各１０問で、問題１・２はリズム問題、問題３～５はメロディ問題である。
＊（　）と《　》の数字は、％の数字
問題１
( 100・0・0 ） ( 84・16・0 ） ( 100・0・0 ） ( 100・0・0 ） ( 90・10・0 ）
《 98.7・1.3・0 》 《 76.5・22.2・1.3 》 《 88.8・9.9・1.3 》 《 91.4・16.2・2.4 》 《 80.2・16.1・3.7 》
1 2 3 4 5
( 90・9・1 ） ( 95・4・1 ） ( 89・9・2 ） ( 79・16・5 ） ( 96・4・0 ）
《 82.7・12.3・5 》 《 93.8・4.9・1.3 》 《 88.9・7.4・3.7 》《 70.3・23.5・6.2 》 《 88.9・7.4・3.7 》
6 7 8 9
問題２
( 95.4・1.2・3.4 ） ( 80.5・16.1・3.4 ） ( 98.8・1.2・0 ） ( 93.3・5.7・0 ） ( 84・11.5・4.5 ）
《 93.1・5.4・1.2 》《 86.2・11.5・2.3 》 《 97.7・2.3・0 》 《 77.0・19.5・3.5 》 《 85.1・11.5・3.4 》
1 2 3 4 5
( 96.6・3.4・0 ） ( 80.5・17.2・2.3 ） ( 67.8・27.6・4.6 ） ( 50.6・37.9・11.5 ） ( 82.8・13.8・3.4 ）
《 83.9・9.2・6.9 》 《 80.5・13.8・5.7 》 《 80.5・14.9・4.6 》 《 44.8・27.6・27.6 》 《 74.7・17.2・8.1 》
6 7 8 9
問題３
弾く ( 92.8・3.6・3.6 ） ( 91.6・7.2・1.2 ） ( 81.9・15.7・2.4 ） ( 86.8・10.8・2.4 ） ( 83.1・13.3・3.6 ）
歌う 《 94.1・4.7・1.2 》 《 94.1・5.9・0 》 《 92.9・5.9・1.2 》 《 92.9・7.1・0 》 《 78.8・20・1.2 》
1 2 3 4 5
( 44.6・45.8・9.6 ） ( 92.8・6・1.2 ） ( 90.4・8.4・1.2 ） ( 75.9・21.7・2.4 ） ( 95.2・4.8・0 ）
《 56.5・40・3.5 》 《 94.1・4.7・1.2 》 《 85.9・14.1・0 》 《 82.4・16.4・1.2 》 《 92.9・5.9・1.2 》
6 7 8 9
リズムのみ
拍を刻む
リズムのみ
拍を刻む
10
10
10
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Ⅳ調査結果と考察
Ⅳ - １リズム問題１・２の２０問の楽譜内容と結果（楽譜１参照）
　リズム問題は、1 - 1 の四分音符のリズムを基本とした。前半の（　）の数字はリズムを弾い
た結果の数字（％）。後半の《　》は、左手で四分音符のリズムを刻みながらリズムを弾いた時
の結果（両手演奏）の数字《％》である。（　）と《　》の３つの内容は、①正しく弾けた　②
少し間違った　③弾けなかった　の３段階である。
① 1 - 1 四分音符のリズムを基本とする（100・0・0）《98.7・1.3・0》
　＊四分音符のリズムのため正解率がもっとも高い。
② 1 - 2 リズムは、基本リズムを付点四分音符に変化させたリズム（84.0・16.0・0）《76.5・22.2・1.3》
　＊付点四分音符のリズムは、両手で弾く場合正解率が少し低い。
③ 1 - 3 リズムは、四分休符を入れる（100・0・0）《88.8・9.9・1.3》
　＊基本リズムと同じ四分休符のため、片手演奏では全員正確にリズムがとれており、正解率が高い。
問題４
歌う ( 61.8・29.2・9 ） ( 58.4・31.5・10.1 ） ( 62.9・33.6・4.5 ） ( 64・27・9 ） ( 42.7・41.6・15.7 ）
弾く 《 74.2・24.3・4.5 》 《 64.0・25.9・10.1 》 《 82・14.6・3.4 》 《 71.9・24.7・3.4 》 《 64・24.7・11.3 》
1 2 3 4 5
( 68.5・25.8・5.6 ） ( 61.8・24.7・13.5 ） ( 89.9・9・1.1 ） ( 93.3・5.6・1.1 ） ( 51.7・41.6・6.7 ）
《 79.7・16.9・3.4 》 《 66.3・22.5・11.2 》 《 87.6・10.2・2.2 》 《 94.4・3.4・2.2 》 《 64・28.1・7.9 》
6 7 8 9
問題５
歌う ( 61.1・30・8.9 ） ( 87.8・11.1・1.1 ） ( 52.5・35.6・12.2 ） ( 52.2・31.1・16.7 ） ( 86.7・10・3.3 ）
弾く 《 71.1・21.1・7.8 》 《 85.6・12.2・4.4 》 《 51.5・36.7・12.2 》 《 77.8・17.8・4.4 》 《 92.2・4.4・3.3 》
1 2 3 4 5
( 86.7・10・3.3 ） ( 83.3・13.3・3.4 ） ( 87.8・8.9・3.3 ） ( 75.6・22.2・2.2 ） ( 44.4・47.8・7.8 ）
《 88.9・10・1.1 》 《 76.7・20・3.3 》 《 93.3・3.3・3.3 》 《 84.4・14.4・1.1 》 《 52.2・44.4・3.3 》
6 7 8 9 10
10
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④ 1 - 4 リズムは、二分音符リズムを入れる（100・0・0）《91.4・16.2・2.4》
　＊二分音符のリズムは、全員正確にリズムがとれている。
⑤ 1 - 5 リズムは、付点二分音符のリズムを入れる（90・10・0）《80.2･16.1・3.7》
　＊付点二分音符のリズムは、三拍音をのばすリズムである。比較的全員が理解し正解
　　率も高いが、両手演奏になると少しではあるが正解率が落ちている。
⑥ 1 - 6 リズムは、付点四分音符リズムを入れる（90・9・1）《82.7・12.3・5.0》
　＊ 1 - 2 と同じ付点リズムであるが、冒頭に付点リズムがくる方が正確に弾けている。
⑦ 1 - 7 リズムは、四分休符を二か所入れる（95・4・1）《93.8・4.9・1.3》
　＊四分音符を基本とするため休みの拍であるが正解率は高い。
⑧ 1 - 8 リズムは、付点四分音符を入れる（89・9・2）《88.9・7.4・3.7》
　＊ 1 - 6 と同じ付点のリズムであるので正解率は高い。
⑨ 1 - 9 リズムは、休符リズムと付点リズムを入れる（79・16・4.5）《70.3・23.5・6.2》
　＊休符リズムと付点リズムを入れた関係で正解率が少し低い。
⑩ 1 - 10 リズムは、休符リズムを 2 か所入れる（96・4・0）《88.9・7.4・3.7》
　＊四分休符が 2 つで、1 - 1 の基本リズムに近いため正解率は高い。
 
⑪ 2 - 1 リズムは、シンコペーションリズムを入れる（95.4・1.2・3.4）《93.1・5.7・1.2》
　＊シンコペーションのリズムであるが四分音符を基本とするため正解率は高い。
⑫ 2 - 2 リズムは、八分休符を入れる（80.5・16.1・3.4）《86.2・11.5・2.3》
　＊全体的な正解率は高い。しかも両手で弾く方が正解率は高くなっている。
⑬ 2 - 3 リズムは、八分音符を入れる（98.8・1.2・0）《97.7・2.3・0》
　＊規則的な八分音符のため正解率が高い。
⑭ 2 - 4 リズムは、八分音符と四分休符を入れる（93.3・5.7・0）《77.0・19.5・3.5》
　＊片手リズムは正解率は高いが、両手の演奏では休符が入るため正解率が低い。
⑮ 2 - 5 リズムは、付点四分音符と八分音符を入れる（84・11.5・4.5）《85.1・11.5・3.4》
　＊比較的正解率は高い。
⑯ 2 - 6 リズムは、２拍目に付点のリズムを入れる（96.1・3.4・0）《83.9・9.2・6.9》
　＊正解率は高い。
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⑰ 2 - 7 リズムは、四分休符と八分休符を入れる（80.5･17.2・2.3）《80.5・13.8・5.7》
　＊比較的正解率は高い
⑱ 2 - 8 リズムは、八分休符の後打ちリズムを入れる（67.8・27.6・4.6）《80.5・14.9・4.6》
　＊後打ちリズムは、他のリズムより正解率が落ちている。頭で拍を感じていないためで、難し
いリズムの結果が数字に表れている。しかし両手で弾く場合リズムのタイミングがとりやすく正
解率が上がっている。
⑲ 2 - 9 リズムは、シンコペーションのリズム（50.6・37.9・11.5）《44.8・27.6・27・6》
　＊このシンコペーションのリズムは最も正解率が低く、片手両手でも難しいリズムである結果
　　が見られる。
⑳ 2 - 10 リズムは、八分休符と四分休符を入れる（82.8・13.8・3.4）《74.7・17.2・8.1》
　＊比較的正解率は高い。
Ⅳ - ２リズム問題1・2における考察
　20 のリズム問題では、アンケートの数字から次のようなことが読み取れる。
（１）リズムにおいては、大半理解している
　　 　単音では、３つの問題≪⑨ 1-9・⑱ 2-8・⑲ 2-9 ≫以外 80％の学生が読めている結果であっ
　　 た。両手の場合でも 70％強の学生がほぼ読めている結果であった。（問題 1・2 参照）
（２）単音で弾く方が両手よりも正解率が高い
　　 　問題１・２の数値から単音での片手（右手）でリズムを弾く方が、両手を使って演奏す
　　 るより安易であることが分かる。両手で演奏することは難しい。同時に２つのことをする
　　 ことが初心者にとっては難しいということである。（問題 1・2 参照）
（３）正解率の低い３つの問題≪⑨ 1-9・⑱ 2-8・⑲ 2-9 ≫について
 １．⑨ 1-9 の問題　
　　 　付点リズム問題の難しさについては、1-6 や 1-8 問題のように拍の頭にくる場合は、
　　 対応ができているが、四分休符が前にあることで、拍の戸惑いが付点のリズムの難しさを
　　 生んでいると思われる。
 ２．⑱ 2-8 の問題　
　　 　単音の八分休符の後打ちリズム問題（q c q c）では、67.8％の学生が正しく演奏している
　　 が、少し間違えたを含め 32.2％の学生が、正しく演奏できなかった結果であった。
　　 考察としては、1 拍が八分休符の休符から始まるため、1 拍目（頭の拍）をしっかり感じ取っ
　　 ていないことに原因があると思われる。それが証拠として、左手でリズムを取りながら弾
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　　くと 80％以上の人が正しく取れるという結果であることがものがたっている。
　　（左手の拍のリズムを入れて演奏すると、67.8％→ 80.5％に正解率が高くなっている）
　　　１拍目の休符においては、休みの拍であるが、しっかり拍を感じて演奏するようにするこ
　　とが大切である。両手で弾く方が分かりやすいということは特殊な例である。
　　＊片手での練習方法：後打ちリズムのタイミングと反復練習が必要と思われる（リズム唱：
　　   ンパンパ）。
３．⑲ 2-9 の問題
　　　この譜面はシンコペーション（c a c）のリズムである。この楽譜については、正しくリ
　　ズムがとれたという学生は 50.6％で、約半数の学生がシンコペーションのリズムを苦手とし
　　ている結果がアンケート結果で見て取れる。大変難しいリズムと思われる。このシンコペー
　　ションの問題では、拍のタイミングがとりにくいリズムであるが、解決方法としてシンコペー
　　ションリズムは、言葉と密接な関係を持っており、その言葉は、（グローブ・スカート）な
　　どの言葉からできており、音符の真ん中の四分音符にアクセントがつくため、言葉でリズム
　　を教えることが一番分かりやすいと思われる。幼児の音楽教育のオルフの音楽教育において
　　も言葉とリズムのことを提示している。しかし、ゆっくりとした 2-1 のシンコペーションの
　　リズム（a x a）では、大半が正しく弾けたという結果であった。
Ⅳ - ３弾く・視唱行為の考察（楽譜３・４・５）
　音程を取り入れた問題（楽譜３・４・５）についての結果は、楽譜３・４・５の上段に記す。
　アンケート内容は、視奏（弾く）ことと、視唱（歌う）ということ２つを問題に取り入れ、学
生にアンケート形式で答えてもらった。問題の順番は、楽譜問題３が 1 回目は弾くこと 2 回目は
視唱の順であるが、楽譜問題４と５は、順番を変えて 1 回目を視唱、2 回目を弾くことを先に行っ
た。特にアンケート結果では、正解率 80％以下のものを取り上げて考察とした。また、考察に
ついては、主に完全に演奏できたものを正解とし、少し間違えた又は間違えたものを不正解とし
て二分して考察を行う。
１．反復することにより、より高い正確率が得られた。
　全体的に大きく視奏行為と視唱行為においては、２回同じ楽譜を演奏するため、演奏する順番
では、２回目の方が、高い正解率の結果が見られた。
＊楽譜を正しく読むには、反復練習の必要性が感じられる
２．視唱は難しい。
　楽譜問題４・５では、1 回目を視唱、2 回目を視奏としたため、楽譜問題３より正解率が極端
に低い。この結果から見ると、視唱の正しく音程を取ることは視奏より難しいということがいえ
る。視唱の場合、リズムと音程を正しく難しさがあると思われる。この結果からみると、楽譜を
正しく読むには、まずは「視奏」から先に行う。また、慣れてきたら「同時に歌いながら弾く」
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ことを薦めたい。
３．音の順次進行は、正解率が高い（3-1・3-2・3-3・5-1 等を参照）。
　順次進行は次の音符がとなり、2 度（長２度・短２度があるが以後２度と明記する）にあるこ
とから音（音程）がとりやすい。3 度以内であれば音の高さについて推測できる。
４．音が完全４度（以後 4 度と明記する）以上離れている場合については、正解率が低い（4-6・
4-10・5-4・5-10 等を参照）。
　音が離れていて音がとりにくい。3 度（長３・短３があるが以後３度と明記する）音程では音
程予測が可能であるが、4 度音程離れていると音程の予測がつかないと思われる。
５．付点のリズムは、正解率が低い（3-6・3-9・4-1・4-2・4-4・4-5・4-6・5-3・5-4・5-10）。
　付点のリズムには、付点四分音符と付点八分音符のリズムがあるが、特に付点八分音符のリズ
ム（　）は、正解率が低い。しかし、5-2 のようにリズムに慣れると正解率も高くなってくる。
＊ 3-6 の付点のリズム（c t）は逆付点
６．シンコペーションリズムは、正解率が低い（4-7）。
　リズム問題においてもシンコペーションは正解率が低い。
＊解決策は、リズム問題のシンコペーションに順ずる
７．5-3 楽譜のスラーの正解率が低い
おわりに
　今回のアンケートには楽譜カードを作成したものを用いた。「なぜカード！！」と思われるが、
その理由は、遊びの要素が含まれるからである。また、反復練習がカードの順番を入れ替えるこ
とにより簡単に新しい問題へと変えられることができるためで、楽譜を瞬間に読み取ることがで
きるように工夫したものである。よく子どもに使用するカード遊びに使われているフラッシュ
カードと同じ原理で、遊びながら用いられているものである。楽譜は、正確に弾いたり、歌った
りするものであるが、音楽初心者にとっては、子どもも含め遊び感覚で取り組めるようにしたも
のである。
　楽譜の見方について、音楽初心者は楽譜を見るとき、音符１つずつを見て演奏する傾向にある。
しかし、少し慣れた音楽経験者は、音符の塊（１小節・又は２小節）で見ることができるように
なる。音楽は、通常２小節が動機と言われ、１つのフレーズとなることが多い。しかし、２小節
をみることは初心者にとっては大変なことである。もう少し短い１小節の音符を１つの塊として
みることが必要と思われる。それは、私達の幼少期の文字を覚える時と同じである。初めて文字
を覚える場合、１つずつの文字を拾い読みしていたが、慣れると文字の塊（単語）で読むことが
できるようになる。できるだけ塊で読むようにするために、あえて１小節を塊として問題カード
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を作った。そして、あえてそこにゲーム感覚の遊びの要素を取り入れた。
　しかし、反面、楽譜は読めるだけでは、その曲の中身が感じられるものではない。その楽譜の
表現方法は１つだけではないのである。自分でその曲をどう演奏したいのか？考えていく必要が
ある。それが考えられるようになってくると、もっと楽しさが分かってくると思われる。
　問題のカード作製においては、２年生になると楽譜が多少読めるようになるため、五線のカー
ドを渡し問題を作ってもらったが、１小節だけなので誰でも簡単に作れた。なかには、童謡の中
の１小節を書いたものもいた。学生一人一人が問題を作ることに楽しさを感じていた。
　特にリズムに関しては、幼児期には言葉リズム（口唱歌：かき・みかん等）で教えることが最
も良い方法と思われる。音符の持つリズムのニュアンスがそのまま活かされるからである。筆者
がアフリカでの太鼓（ジャンベ）を教えてもらったおりにも・口唱歌で教えてもらった。
　音程においては、臨時記号を入れたものではなく、長調の音階でできる範囲のものであった。
これは、学生自身が初歩的な音程間隔で作ったものである。
　私達音楽教員は、学生達にできるだけ音楽を楽しいものとして考えてもらいたい。しかし、現
実は「音我苦」となっている人もいるため、様々な方法でそれらを克服しなければならないと考
えている。
　今回は、ごく初歩のリズムとハ長調のみであったが、今後、あらゆる調子で試みたい。特に音
楽初心者が、楽譜をできるだけ早く克服するために、原因を探りたいと思っている。
